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本
稿
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目
的
・
範
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1
わ
れ
わ
れ
は
如
何
な
る
意
味
で
べ
ー
コ
ン
提
案
を
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

英
法
の
法
典
化
問
題
を
少
し
く
深
く
論
呈
う
与
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
必
ず
べ
－
コ
ン
父
子
（
Z
ゆ
．
ゲ
．
一
㊤
。
国
・
．
。
運
蜀
．
螢
旨
．
回
、
閃
曽
鑓
）

特
に
そ
の
後
者
ジ
ラ
三
●
べ
↓
ン
の
名
讐
喜
田
る
霧
ろ
う
（
舗
難
罫
躍
礎
算
護
響
誰
暴
）
．

べ
当
ン
は
』
六
天
年
・
盲
。
の
H
に
「
法
律
肇
提
案
ヒ
．
ぎ
冨
冒
ε
喜
曇
ゲ
・
．
。
量
ロ
ー
q
聾
昌
α
餌
旨
Φ
昌
量
．
b
一
。
陣

9
。
σ
蓄
亀
国
認
一
き
隻
、
を
捧
げ
た
。

　
こ
の
提
案
の
解
読
を
中
心
に
、
關
連
事
項
を
順
次
解
明
し
て
行
く
事
を
本
稿
の
目
的
と
し
度
い
。

　
　
　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
べ
τ
コ
ン
の
法
律
改
革
提
案
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
九
　
（
五
五
）



　
　
7
フ
ン
シ
ス
・
べ
τ
コ
ン
の
法
律
改
革
提
案
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
〇
　
（
五
六
）

菅
ω
冒
2
｝
3
0
一
器
切
8
0
ロ
（
嶺
O
④
～
ま
お
）

　
イ
ギ
リ
ス
政
治
家
。
フ
ラ
ン
シ
ス
・
べ
ー
コ
ン
の
父
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
學
に
學
ん
だ
。
一
五
三
七
年
以
來
裁
到
官
と
な
り
、
同
五
八
年
、
聾
鼠
訂
臣

圏
齢
位
（
一
五
五
八
）
後
、
國
璽
伺
書
区
8
℃
R
9
跨
Φ
○
括
鴇
留
巴
に
任
ぜ
ら
れ
、
樋
密
院
顧
問
官
を
象
ね
、
ま
た
大
法
官
と
な
つ
た
（
一
五
五

八
～
一
五
七
九
）
。
そ
の
問
、
一
五
五
七
年
に
法
律
改
革
提
案
を
な
し
た
。
こ
の
こ
と
に
關
し
て
は
、
℃
色
8
F
霊
曇
ω
o
身
9
甘
訣
鷲
＆
窪
8
・

・
昏
3
口
8
ω
も
・
脇
G
。
・
爾
、
提
案
の
具
艦
的
内
容
に
關
し
て
は
、
本
稿
後
出
、
二
の
ω
参
照
。

梼
ω
ヰ
即
き
o
δ
ω
弾
8
昌
（
嶺
①
一
～
一
爵
O
）

　
イ
ギ
リ
ス
哲
學
者
、
政
治
家
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
學
び
、
パ
リ
に
留
學
（
一
五
七
六
～
一
五
七
九
）
、
父
の
急
死
に
よ
り
蹄
國
し
た
。

　
王
室
辮
護
士
（
一
六
〇
四
）
、
法
務
次
官
（
一
六
〇
七
）
、
法
務
長
官
（
一
六
二
二
）
、
樋
密
院
顧
問
官
（
一
六
一
六
）
、
國
璽
尚
書
（
一
六
一
七
）
を

経
て
、
大
法
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
一
六
一
八
～
一
六
二
一
）
。
當
時
に
お
け
る
政
治
情
勢
、
ア
イ
ル
一
フ
ン
ド
問
題
、
ス
コ
ッ
ト
ヲ
ン
ド
問
題
、
王
灌
と

議
會
と
の
封
立
・
抗
雫
問
題
等
に
關
し
、
重
要
な
進
言
を
な
し
た
。
一
六
一
二
年
牧
賄
事
件
に
よ
り
失
脚
、
投
獄
さ
れ
た
が
、
敷
日
に
し
て
王
の
慈
悲

に
よ
り
赦
冤
せ
ら
れ
た
。
其
後
は
ハ
イ
ゲ
ー
ト
に
退
き
專
ら
研
究
著
述
に
專
念
し
た
。
本
文
に
鰯
れ
る
法
律
改
革
提
案
は
、
彼
の
最
も
盛
ん
に
活
動
し

た
時
期
に
な
さ
れ
、
一
六
一
六
年
極
め
て
重
要
な
問
題
へ
の
解
決
策
を
提
示
し
て
い
る
（
提
案
内
容
に
關
し
て
は
、
後
出
参
照
）
。
彼
は
少
轍
者
に
よ

る
多
敷
者
の
支
配
、
賢
者
の
愚
者
に
封
す
る
支
配
を
読
き
、
議
會
絶
勤
主
義
に
封
抗
し
て
、
王
灌
擁
護
に
傾
い
た
馳
で
、
ω
騨
匡
≦
帥
こ
9
訂
と
著

し
い
封
瞭
を
な
し
た
。
べ
τ
コ
ン
は
、
裁
到
官
の
役
割
を
説
い
て
、
．
．
ピ
Φ
；
ぎ
鍔
浮
Φ
口
o
霧
げ
旨
お
貯
ご
○
霧
仁
＆
R
貯
げ
。
島
3
需
、
．
と
な
し
た

の
で
あ
つ
た
。
尚
べ
ー
コ
ン
が
コ
ー
ク
と
長
い
問
の
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
で
あ
り
、
爾
者
は
性
格
的
に
も
相
反
し
て
い
た
事
に
つ
き
末
延
三
次
〔
名
裁
到
官
物

語
〕
サ
ー
エ
ド
7
じ
コ
ウ
ク
（
鑛
塞
郵
栃
蛭
む
参
照
．
文
献
穿
。
募
き
云
Φ
き
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・
留
匙
轟
寄
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ω
畳
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P

鵠
＄
登
　
区
＜
○
す
（
い
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O
p
一
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㎝
で
置
）
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旨
9
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営
α
q
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日
訂
い
Φ
＃
R
ω
簿
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導
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刈
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文
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＆
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①
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U
Φ
巧
良
霞
○
類
ρ
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①
誉
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あ
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参
照
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爾
お
、
英
法
法
典
化
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
次
の
諸
著
を
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。

　
≧
一
の
p
欝
類
旨
チ
①
竃
魯
営
堕
㎝
跨
a
．
払
3
H
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一
ω
貯
＆
」
お
曽
）
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国
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国
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ω
逡
ω
毛
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夢
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ω
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号
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露
①
巴
一
8
曽
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¢
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ζ
O
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図
ζ
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一
④
認
Y

一
GO
刈
O
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
一
艦
、
べ
ー
コ
ン
の
本
提
案
に
魁
け
て
、
既
に
幾
つ
か
の
同
様
な
提
案
、
若
し
く
は
提
言
が
存
在
し
て
い
た
。

　
毘
≦
聾
巳
く
囲
提
言
（
一
五
五
一
年
）
、
Z
坤
畠
o
蓼
評
。
8
法
律
改
革
提
案
（
一
五
五
七
年
）
、
田
一
器
ぎ
魯
H
提
言
（
一
五
九
三
年
）
、

甘
目
①
G
。
H
提
言
（
一
六
〇
九
年
）
等
が
之
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
順
次
そ
の
提
案
、
提
言
内
容
を
少
し
く
示
し
て
見
よ
う
。

qゆ

蓋
互
年
穿
曽
箆
≦
（
謹
Z
塁
（
購
蝶
貌
臓
）
が
葎
改
葎
關
し
、
次
の
様
な
提
言
（
罫
・
き
・
旨
・

丙
無
畦
ヨ
偉
D
ぎ
b
駄
》
び
湯
窃
）
を
行
つ
て
い
る
。
齢
ち
、

　
「
　
：
自
分
は
、
こ
れ
ま
で
、
一
膣
如
何
な
る
制
定
法
が
今
會
期
に
議
會
で
制
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
を
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
、

こ
れ
等
の
他
に
、
不
必
要
な
、
ま
た
は
冗
慢
な
制
定
法
酔
。
の
巷
。
魯
o
彦
帥
巳
ε
蝕
・
霧
。
。
聾
葺
窃
を
要
約
し
、
よ
り
李
明
且
つ
短
明

旨
・
器
℃
巨
昌
9
鼠
筈
葺
に
し
、
も
つ
て
人
々
に
そ
れ
ら
を
よ
り
理
解
し
易
か
ら
し
め
る
事
も
亦
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
三
、
堂
ル
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
）

　
こ
の
事
は
、
國
家
全
膿
の
利
盆
を
塘
進
す
る
に
大
い
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
：
：
」
と
。

　
図
　
一
五
五
七
年
、
客
浮
。
9
は
次
の
如
き
制
定
法
の
縮
少
、
秩
序
ず
け
、
刊
行
に
關
す
る
計
画
・
．
訪
。
・
魯
。
目
。
h
9
容
費
魯
曇
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四
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（
五
七
）
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四
三
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（
五
八
）

o
鼠
段
ぼ
伊
Q
“
き
山
鷺
一
巨
ぼ
α
q
号
①
ω
富
葺
お
の
鉱
チ
Φ
園
。
巴
日
、
、
を
建
言
し
た
。
師
ち
、

　
「
第
一
に
、
同
一
の
事
柄
に
つ
き
多
く
の
法
紅
壽
の
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
場
合
、
同
じ
も
の
は
要
約
の
上
一
つ
の
法
に
な
さ
る
べ
く
、

こ
の
場
合
前
の
も
の
は
屡
止
せ
ら
る
べ
し
。
又
、
同
一
の
事
柄
に
つ
い
て
、
一
つ
の
法
の
み
が
存
在
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
は
あ
る
が
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ノ
エ
ヌ
ト

の
歌
況
に
と
ど
め
置
か
る
べ
し
へ
器
目
帥
ぎ
営
8
器
霧
浮
2
げ
①
〉
。
ま
た
す
べ
て
の
法
律
》
霧
は
諸
々
の
標
題
の
も
と
に
、
摘
要
さ

れ
、
諸
制
定
法
抄
録
に
從
つ
て
8
8
巳
ぎ
α
q
δ
浮
①
帥
ぼ
箆
α
q
①
旨
Φ
艮
o
＝
ぽ
の
璽
葺
①
ω
印
刷
せ
ら
る
べ
し
。

　
又
、
一
法
律
の
一
部
が
依
然
有
効
で
あ
り
、
他
が
慶
止
さ
れ
て
い
る
場
合
、
有
効
で
あ
る
も
の
を
除
い
て
は
、
こ
れ
ら
は
印
刷
せ
ら
る

べ
き
に
非
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
）

　
こ
れ
ら
の
事
柄
を
な
す
こ
と
は
、
へ
…
〉
以
下
に
記
さ
れ
た
る
諸
人
士
に
委
ね
ら
る
べ
き
で
あ
る
・
　
」

　
客
竪
8
昌
以
後
、
制
定
法
改
訂
編
纂
の
問
題
は
、
特
に
刑
法
に
關
し
、
具
艦
的
に
取
上
げ
ら
れ
、
　
包
菖
幕
島
H
治
世
問
に
四
度
も

考
慮
さ
れ
て
い
る
。
郎
ち
、
》
自
o
鴇
噸
｝
U
●
ま
Q
。
黛
＞
目
0
8
Ψ
》
O
」
＄
曾
＞
自
o
紹
簿
“
O
曽
》
b
」
8
5
》
呂
・
参
｝
O
“

一
8
一
各
年
度
の
試
み
が
そ
れ
で
あ
つ
た
。

　
そ
し
て
特
に
一
五
九
三
・
九
七
年
爾
度
に
關
し
て
は
、
フ
ヲ
ン
シ
ス
・
べ
ー
コ
ン
が
参
加
し
て
お
り
、
彼
は
後
の
冒
ヨ
①
2
へ
の
提
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
三
）

計
画
の
骨
子
を
こ
こ
で
得
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
圖
　
一
五
九
三
年
、
田
誌
昏
①
チ
一
の
演
説
は
亥
の
如
く
法
律
改
革
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
つ
た
。

　
「
英
法
の
一
般
的
改
訂
並
び
に
英
法
に
簡
潔
性
・
確
實
性
を
も
た
ら
す
こ
と
。
こ
れ
は
以
つ
て
、
土
地
其
他
の
財
産
の
保
護
に
關
す
る

虚
し
さ
、
不
安
定
さ
を
矯
め
る
べ
く
、
多
く
の
事
柄
に
つ
い
て
の
陥
穽
的
な
刑
罰
を
取
除
く
べ
く
、
ま
た
裁
到
官
は
、
そ
の
到
決
を
爲
す



に
當
つ
て
、
よ
り
よ
き
指
針
を
得
べ
く
、
辮
護
士
は
そ
の
辮
護
に
つ
き
よ
り
保
障
せ
ら
る
べ
く
、
學
生
は
そ
の
學
習
を
よ
り
容
易
な
ら
し

め
ら
る
べ
く
、
專
ら
事
を
構
え
ん
と
す
る
議
論
好
き
の
當
事
者
は
、
武
装
解
除
せ
ら
る
べ
く
、
ま
た
專
ら
自
己
の
灌
利
を
求
む
る
誠
實
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
四
）

る
當
事
奢
は
助
け
ら
る
べ
き
が
故
な
の
で
あ
り
ま
す
。
」

　
㈲
　
次
に
、
冒
ヨ
。
の
H
（
ま
8
～
一
〇
醤
）
に
よ
る
改
革
推
進
が
あ
つ
た
。
彼
は
そ
の
翻
位
に
際
し
、
一
般
的
に
制
定
法
改
革
、
特
に
刑

事
關
係
制
定
法
規
の
改
革
を
議
會
に
鋤
告
し
た
と
い
わ
れ
る
。
更
に
一
六
〇
九
年
、
そ
の
演
説
に
お
い
て
「
多
様
な
、
錯
雑
し
た
制
定
法

象
ぎ
お
R
8
の
き
伍
窪
田
渥
の
け
⇔
葺
奮
及
び
あ
ま
り
に
も
複
雑
に
書
か
れ
。
。
o
需
自
＆
、
多
檬
に
、
然
り
、
時
に
は
反
封
の
意
味
に
す

ら
解
さ
れ
得
る
如
き
幾
つ
か
（
の
制
定
法
〔
課
者
補
〕
）
」
に
つ
い
て
述
べ
、
か
つ
つ
け
く
わ
え
る
の
で
あ
つ
た
。

　
「
ま
た
、
そ
れ
故
に
、
自
分
は
、
そ
れ
ら
制
定
法
及
び
リ
ポ
ー
ツ
は
、
コ
ン
モ
ン
・
・
ウ
と
同
じ
く
、
議
會
に
お
い
て
、
よ
く
再
検
討

さ
れ
、
調
整
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
ま
た
す
べ
て
の
諸
々
の
矛
盾
8
葺
§
蛋
奮
が
排
除
さ
る
べ
き
の
み
な
ら
ず
、
こ
の

わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
如
き
過
去
の
刑
事
制
定
法
（
そ
れ
に
た
い
す
る
違
反
に
た
い
し
て
は
、
誰
一
人
自
由
で
は
あ
り

得
な
い
）
も
ま
た
削
除
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
へ
…
〉
ま
た
こ
の
改
革
は
、
（
わ
れ
わ
れ
は
思
う
の
で
あ
る
が
）
債
値
あ
る
仕
事
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ツ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
五
）

議
會
を
し
て
、
よ
く
そ
の
目
的
の
た
め
の
機
構
た
る
に
足
ら
し
む
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
リ
テ
イ
ソ
シ
コ
ミ
ミ
ュ
セ
ァ
ム

　
斯
く
し
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
べ
ー
コ
ン
を
も
含
め
た
一
つ
の
委
員
會
が
翌
年
指
名
さ
れ
た
。
現
在
の
大
英
博
物
館
に
お
け
る
手
爲
本

（
蜜
φ
団
舘
一
・
ω
駐
）
が
そ
の
仕
事
の
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
G
。
団
飢
≦
戸
（
ω
雛
葺
＄
亀
≦
8
琶
ぎ
弩
コ
ぎ
霊
り
8
旨
謡
か
ら
N
冒
。
仁
①
8
に
至
る
、
既
に
慶
止
さ
れ
、
若
し
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
六
）

失
効
し
た
、
ま
た
將
來
の
慶
止
及
び
攣
更
を
暗
示
す
る
制
定
法
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
つ
た
。

　
　
　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
べ
ー
コ
ン
の
法
律
改
革
提
案
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
三
　
（
五
九
）



　
　
　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
べ
ー
コ
ン
の
法
律
改
革
提
案
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
四
　
（
六
〇
）

　
㈲
　
右
に
述
べ
た
諸
事
例
は
公
の
機
關
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
法
律
改
革
の
動
き
で
あ
つ
た
。
そ
の
後
を
う
け
、
ま
た
そ
の
問
を
縫
つ
て

べ
ー
コ
ン
の
諸
主
張
が
な
さ
れ
る
。
翻
ち
現
在
傳
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
一
六
一
六
年
提
案
の
他
に
、
国
鳳
ω
号
U
・
島
8
δ
蔓
δ

O
ま
窪
票
鍔
ぼ
魯
も
3
穿
の
血
δ
国
窪
窪
び
コ
ぼ
9
ヨ
○
矯
①
コ
。
島
Φ
匹
頗
冒
日
8
・
貯
U
蒔
鐘
●
。
等
こ
れ
で
あ
る
。

　
所
で
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
べ
著
コ
ン
の
法
律
改
革
の
基
本
的
性
格
の
一
つ
は
、
英
法
の
形
式
の
改
革
で
あ
つ
た
。
法
の
形
式
を
改
革

す
る
と
い
う
事
業
は
、
べ
ー
コ
ン
を
も
含
め
て
多
く
の
人
に
よ
つ
て
公
の
機
關
、
公
的
事
業
と
し
て
爲
す
べ
き
事
が
提
唱
さ
れ
た
事
、
上

述
の
如
く
で
あ
る
が
、
公
的
で
な
く
、
私
的
に
改
革
が
提
唱
さ
れ
、
實
行
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
事
例
が
、
同
じ
く
こ
の
時
代
に
存
し
た
事

を
更
に
指
摘
し
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
恐
ら
く
は
時
の
ζ
霧
奪
o
コ
ぼ
菊
o
房
で
あ
つ
た
ω
嘗
≦
一
一
厨
日
O
o
a
≦
亀
の
援
助

を
受
け
て
作
ら
れ
た
7
汐
ぎ
b
に
よ
る
刑
事
制
定
法
摘
要
集
》
昌
菩
ユ
猪
。
目
。
艮
9
島
①
需
b
巴
ω
寅
酔
9
①
ω
」
9
0
及
び
年
代
順
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
七
）

定
法
要
約
囚
巴
。
巳
段
亀
毘
魯
Φ
ω
欝
ヨ
蕾
」
8
0
。
●
で
あ
つ
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
≦
曲
一
壁
目
菊
9D
。

。
琶
一
’
O
o
頴
。
ぎ
p
9
国
ロ
鼠
窃
（
ま
3
」
ぴ
虞
」
8
ρ
S
ぎ
）
に
倣
つ
て
ア
ル
フ
ア
ベ
ッ
ト
順
の
摘
要
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
九
）

附
し
て
作
成
さ
れ
て
い
た
．
又
、
そ
の
後
も
彼
は
よ
り
包
括
的
な
編
纂
計
画
を
建
て
て
い
る
（
協
蠣
鷲
赫
藻
態
叛
籍
）
．

こ
う
し
た
動
き
（
輪
翫
難
）
が
、
べ
－
コ
ン
の
改
革
提
案
と
關
連
を
も
つ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
さ
れ
る
．
べ
－

コ
ン
の
提
案
も
所
詮
は
こ
れ
等
の
流
れ
の
中
に
結
實
・
凝
固
し
た
議
論
で
あ
る
に
相
違
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
註
一
）
　
＝
び
①
拝
↓
ぽ
ζ
Φ
o
訂
巳
8
0
｛
い
鎗
毛
鼠
㊤
匹
夷
、
Z
k
」
一
〇
一
ト
マ
謡
●

　
（
註
二
）
　
目
ぴ
R
倉
o
ワ
息
鉾
℃
b
㎝
■

　
（
註
三
）
　
Go
色
o
葺
国
ω
ω
亀
ω
β
＞
β
α
q
一
〇
－
＞
箏
Φ
ユ
8
旨
い
①
α
q
巴
霞
ω
δ
曙
、
〈
○
一
。
戸
ワ
一
刈
ρ
○
ユ
笹
き
一
ω
o
畦
8
一
卜
旨
窯
ω
8
ユ
8
一
ω
畦
＜
q
o
噺
窪
α
Φ
暮



国
⇒
α
q
一
一
号
。
。
寅
盲
8
ω
ξ
昏
の
勾
Φ
8
廷
O
O
ヨ
日
一
ω
ω
一
8
R
鉾
ぎ
霞
＆
8
自
g
o
｛
旨
①
．
．
ω
寅
g
＄
ω
o
｛
肉
o
巴
B
、
、
・

（
註
四
）
　
9
①
讐
甘
旨
訪
像
静
Φ
妻
〇
二
山
な
．
響
弩
含
ω
8
8
ー
↓
箒
鷺
窪
｛
自
O
O
島
瀞
毘
睾
．
、
）
ワ
ま
・。
・

（
註
五
）
　
巨
竃
貸
↓
箒
ζ
g
訂
巳
。
7
℃
b
9

（
註
六
）
　
ω
Φ
一
の
g
国
器
嬢
9
マ
嵩
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ワ
し

（
註
七
）
閃
・
－
鼻
9
の
事
業
は
、
本
文
記
載
の
如
き
成
果
を
得
る
が
、
資
料
と
し
て
・
ン
ド
ン
塔
に
あ
る
或
る
吉
交
書
を
使
用
し
困
難
な
槍
討
を
重

　
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
ま
た
混
胤
を
極
め
た
資
料
に
つ
い
て
は
そ
の
使
用
自
艦
の
許
可
を
得
る
の
に
も
難
澁
し
た
ら
し
い
（
そ
の
許
可
は
一

　
六
二
年
正
式
に
得
ら
れ
た
如
く
で
あ
る
。
尚
そ
れ
ら
に
よ
る
英
謹
制
定
法
集
℃
鼻
8
、
㎝
国
鑛
蔚
『
ω
聾
旨
Φ
ω
し
2
・
。
も
得
ら
れ
た
）
。

　
右
の
諸
事
情
に
關
し
て
は
、
GD
①
一
Φ
辞
雰
ω
亀
碧
隠
」
お
ふ
曽
き
げ
蜂
o
ユ
。
巴
聲
ミ
昌
9
き
巳
Φ
巨
団
お
冒
ω
げ
ω
母
ε
8
ω
）
O
訂
℃
・
戸
因
○
落
嵩

　
0
9
8
質
、
の
ζ
ψ
の
條
参
照
。

尚
、
℃
葺
8
の
成
果
の
資
料
憤
値
に
つ
い
て
は
、
≦
ぎ
8
す
↓
ぎ
O
田
像
ω
・
弩
8
ω
亀
国
薦
一
諄
い
品
巴
匹
ω
爵
・
蔓
も
・
鐸
参
照
Q

（
註
八
）
　
ω
o
一
の
g
国
昭
爵
碧
ワ
一
お
，

（
註
九
〉
　
ω
。
一
〇
g
穿
ω
醸
ω
も
」
鐸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
問
題
を
此
慮
ま
で
見
て
來
て
、
更
に
想
起
す
べ
き
事
柄
が
あ
る
。
都
ち
、
べ
ー
コ
ン
に
つ
い
て
更
に
考
察
を
加
う
べ
き
澗
題
が
存
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
）

事
に
氣
付
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
メ
そ
ト
ラ
ン
ド
に
よ
つ
て
提
案
さ
れ
、
ま
た
一
鷹
の
解
説
を
與
え
ら
れ
た
問
題
で
あ
つ
た
。

　
メ
ィ
ト
ラ
ン
ド
に
よ
れ
ば
、
英
國
私
法
を
法
典
化
せ
ん
と
す
る
企
て
は
、
更
に
国
α
≦
9
＆
白
の
先
代
た
る
顕
窪
員
員
（
ま
8
～
駐

≒
）
の
時
代
に
既
に
存
し
た
と
さ
れ
た
．

　
師
ち
、
鵠
①
糞
嘱
葭
は
、
種
々
の
制
度
的
改
革
を
企
圖
せ
ん
と
し
、
そ
の
中
に
英
法
自
艦
に
關
す
る
改
革
を
も
含
ん
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
べ
τ
コ
ン
の
法
律
改
革
提
案
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
五
　
（
六
一
）



　
　
　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
べ
ー
コ
ン
の
法
律
改
革
提
案
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
六
　
（
六
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
企
劃
に
は
、
ド
イ
ツ
宗
教
改
革
者
雨
三
N
段
が
参
加
す
る
。
彼
は
「
英
國
に
お
け
る
法
典
は
、
至
極
簡
輩
で
あ
つ
て
、
恰
も
韻
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
）

ふ
ん
で
子
供
に
も
歌
い
こ
な
せ
る
如
く
な
し
得
る
」
と
考
え
て
い
た
ら
し
い
。

　
否
、
こ
の
時
代
に
英
國
に
法
律
改
革
を
唱
え
た
者
、
量
ω
旨
N
R
に
限
ら
な
い
。
當
時
、
欧
羅
巴
大
陸
に
新
し
い
時
代
の
學
問
を
修
め

て
來
た
者
は
、
當
時
の
英
法
に
批
到
の
目
を
向
け
、
或
い
は
羅
馬
法
を
縫
受
せ
ん
事
を
提
案
し
、
或
い
は
法
典
化
に
よ
る
改
革
を
叫
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
で
あ
つ
て
、
菊
①
α
Q
一
墨
匡
勺
o
一
①
然
り
、
↓
ぎ
目
p
。
の
ω
欝
詩
2
然
り
、
ま
た
少
し
時
代
が
降
つ
て
、
↓
ぎ
営
器
ω
巨
9
ま
た
そ
の
例
に

洩
れ
な
い
の
で
あ
つ
た
。

　
當
時
、
欧
羅
巴
大
陸
に
は
新
し
い
法
律
學
が
興
り
始
め
て
い
た
。
「
既
に
前
衛
は
行
進
を
始
め
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
華
や
か
な
吹
奏
も

聞
か
れ
得
た
」
の
で
あ
つ
た
。
ぎ
す
ω
鼠
詩
2
ま
た
ω
日
導
等
は
之
等
の
蓮
動
に
封
す
る
英
國
に
お
け
る
照
慮
で
あ
つ
た
と
見
る
事
が

出
來
よ
う
。
當
時
の
英
法
は
一
部
は
ヲ
テ
ン
語
で
、
ま
た
一
部
は
ロ
ウ
・
フ
レ
ン
チ
で
書
か
れ
た
。
イ
ー
ア
・
ブ
ッ
ク
は
ど
の
様
に
見
て

も
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
精
神
・
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
場
で
は
な
か
つ
た
。
寧
ろ
そ
こ
に
は
驚
く
べ
き
程
の
中
世
的
法
理
へ
の
固
執
並
び
に
護

展
の
場
を
見
得
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
其
庭
に
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
達
よ
り
す
る
激
し
い
攻
撃
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
又
ロ
ー
マ
法
纏

受
の
要
望
が
存
し
た
の
で
あ
つ
た
。

　
然
し
、
之
等
の
蓮
動
も
、
容
易
に
所
期
の
目
的
を
達
し
得
る
所
で
は
な
か
つ
た
。
時
代
の
脛
過
と
共
に
、
こ
の
動
揺
の
時
代
ー
コ
ン
モ

ン
・
ロ
ウ
の
重
大
危
機
の
時
期
は
去
つ
て
漸
く
新
生
面
が
拓
か
れ
て
來
る
事
と
な
る
。
メ
ィ
ト
ラ
ン
ド
は
、
そ
の
時
期
を
十
六
世
紀
中
葉

頃
で
あ
つ
た
と
し
、
ま
た
そ
の
理
由
を
次
の
様
に
説
く
の
で
あ
つ
た
。

　
十
六
世
紀
中
葉
頃
迄
、
英
國
コ
ン
モ
ン
・
ロ
ゥ
は
假
り
に
も
旺
盛
、
い
さ
さ
か
も
揺
ぎ
な
き
存
在
で
あ
つ
た
と
は
講
し
得
な
い
で
あ
ろ



う
。
既
に
二
世
紀
の
鯨
に
も
及
ん
だ
イ
ー
ア
・
ブ
ッ
ク
ス
は
漸
く
終
焉
せ
ん
と
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
』
で
国
餌
e
琶
島
ω
貫
ぎ
（
は
．
一
〇

～
り
刈
）
の
有
名
な
言
葉
を
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
、
「
隠
避
に
到
決
を
與
え
る
と
い
う
事
は
リ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
生
命
を
断
つ
事
で
あ
る
。

リ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
生
命
を
漸
つ
事
は
わ
が
英
國
法
の
生
命
も
を
断
つ
事
に
外
な
ら
な
い
」
。

　
此
庭
に
も
コ
ン
モ
ン
・
ロ
ウ
の
重
大
危
機
の
原
因
は
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
世
紀
時
代
の
法
律
書
並
び
に
新
し
い
法
律
書
が
、
印
刷
術
の
護
達
に
件
い
、
次
第
に
刊
行
さ
れ
て
來
る
。
裁
到
所
の
到

決
も
た
ん
ね
ん
に
報
告
さ
れ
る
様
に
な
つ
て
來
る
。
法
律
家
亦
英
法
艦
系
の
濁
自
性
、
纒
績
性
に
寧
ろ
誇
り
を
感
じ
、
之
を
誇
示
す
る
氣

風
す
ら
次
第
に
盛
ん
と
な
つ
て
來
る
。

　
と
す
る
な
ら
ば
、
事
情
は
ま
た
自
ら
異
つ
て
來
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
イ
ー
ア
・
ブ
ッ
ク
ス
終
熔
・
一
五
三
五
年
、
私
的
到
例
集

製
○
≦
留
P
一
蜜
？
o
。
9
U
葦
♪
一
竃
甲
ま
o
。
N
形
成
等
々
の
事
實
を
想
起
せ
よ
）
。

　
一
騰
、
歴
史
的
現
象
は
、
そ
の
表
面
の
み
を
見
て
は
眞
意
は
理
解
し
難
い
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
現
象
に
、
或
い
は
逆
流
若
し

く
は
底
流
と
し
て
の
彊
靱
な
英
國
保
守
的
性
格
の
存
し
た
事
を
忘
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
國
民
性
、
民
族
的
才
能
の
外
に
、
制
度
的
特

殊
性
も
亦
注
意
す
べ
き
事
柄
で
あ
つ
た
。
英
國
を
他
の
諸
國
か
ら
際
立
た
し
め
て
い
る
相
違
黙
と
し
て
、
中
世
英
國
に
お
け
る
法
律
教
育

機
關
・
イ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
コ
ー
ト
の
存
在
の
如
き
を
墾
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
コ
ー
ト
こ
そ
、
英
國
に
濁
特
な
法
律
學

習
方
法
を
生
ん
だ
教
育
機
關
で
あ
つ
た
し
、
ま
た
其
慮
に
讃
ま
れ
た
イ
ー
ア
・
ブ
ッ
ク
ス
こ
そ
、
ま
さ
に
他
の
比
肩
し
得
る
も
の
を
見
出

し
難
い
貴
重
な
存
在
な
の
で
あ
つ
た
。

　
此
庭
に
こ
そ
、
ま
た
、
斯
く
て
こ
そ
、
英
國
法
の
如
き
生
き
た
法
が
生
成
・
護
展
し
得
た
の
で
あ
り
、
強
靱
な
法
が
培
わ
れ
た
の
で
あ

　
　
　
フ
一
フ
ン
シ
ス
・
べ
τ
コ
ン
の
法
律
改
革
提
案
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
七
　
（
六
三
）



　
　
　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
べ
ー
コ
ン
の
法
律
改
革
提
案
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
八
　
（
六
四
）

つ
た
。
其
慮
で
は
飽
く
ま
で
「
生
け
る
法
は
尚
お
死
せ
る
ラ
イ
オ
ン
に
ま
さ
る
」
の
で
あ
り
、
「
傳
習
さ
れ
た
法
は
強
靱
」
な
る
事
を
實

讃
し
て
い
る
の
で
あ
つ
た
。

　
英
國
十
六
世
紀
に
お
け
る
コ
ン
モ
ン
・
ロ
ウ
の
危
機
を
救
つ
た
の
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
様
な
強
靱
な
る
法
傳
統
で
は
な
か
つ
た
か
。

　
「
よ
し
粗
野
若
し
く
は
愚
鈍
の
危
瞼
」
は
存
し
よ
う
と
も
、
「
他
民
族
の
制
度
を
安
易
に
流
用
し
、
死
せ
る
コ
ル
プ
ス
・
ユ
ー
リ
ス
を
も

つ
て
、
あ
た
か
も
生
命
あ
る
や
と
見
せ
か
け
る
（
α
q
巴
奉
巳
N
＆
9
⇒
象
＆
O
R
宅
ω
冒
膏
ぎ
δ
曽
器
目
匡
磐
8
0
コ
箒
）
俄
か
元
氣
の
街

學
性
」
の
危
瞼
を
脱
し
得
た
の
は
、
こ
の
様
な
精
神
・
傳
統
の
故
で
は
な
か
つ
た
か
。

　
既
に
べ
ー
コ
ン
は
此
慮
、
イ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
コ
ー
ト
に
「
高
度
に
技
術
的
な
講
義
（
獣
讐
辱
8
3
良
8
二
。
。
葺
お
ω
）
」
を
講
じ
た
の
で

あ
つ
た
。
コ
ン
モ
ン
・
ロ
ウ
の
精
神
は
、
充
分
に
身
に
つ
け
て
お
つ
た
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
が
、
十
六
世
紀
中
葉
以
降
に
お
け
る
英
法
新

生
面
の
展
開
の
機
蓮
に
鰯
襲
せ
し
め
ら
れ
、
大
い
に
開
花
せ
し
め
ら
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
そ
の
時
代
的
意
義
を
讃
み
と
る
事
が
出
來

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
斯
く
考
え
て
來
る
と
、
べ
ー
コ
ン
は
、
コ
ン
モ
ン
・
・
ウ
の
中
心
性
を
よ
く
理
解
し
た
上
で
獲
言
し
た
の
で
あ
つ
て
、
法
律
改
革
論
に

つ
い
て
も
亦
そ
の
例
に
洩
れ
な
い
事
に
先
ず
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
嘗
つ
て
、
筆
者
は
、
英
法
の
孤
立
性
に
關
連
し
て
、
十
六
世
紀
交
藝
復
興
・
宗
教
改
革
・
羅
馬
法
織
受
の
時
代
を
論
じ
、
「
英
法
を
羅

馬
法
化
せ
ん
と
す
る
蓮
動
」
は
ω
寅
詩
2
に
よ
る
「
當
時
の
凡
ゆ
る
文
明
國
に
共
通
な
る
羅
馬
法
」
を
採
用
せ
ん
と
す
る
主
張
、
少
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
三
）

く
時
代
が
降
つ
て
は
、
べ
ー
コ
ン
に
よ
る
法
典
編
纂
の
主
張
と
な
つ
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
つ
た
と
書
い
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
然
し
、
こ
れ

は
少
く
と
も
、
ω
痘
詩
亀
と
べ
ー
コ
ン
と
を
同
一
李
面
上
に
お
い
て
論
じ
て
居
る
の
如
き
誤
解
を
招
き
易
い
表
現
で
あ
つ
た
。



　
メ
ィ
ト
ラ
ン
ド
の
前
記
説
明
に
し
て
正
し
い
限
り
、
こ
れ
は
し
か
く
簡
輩
に
論
断
若
し
く
は
表
現
す
べ
き
で
は
な
か
つ
た
こ
と
を
こ
』

に
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
同
時
に
、
℃
o
す
ω
声
詩
2
」
ω
巳
忌
等
と
べ
ー
コ
ン
と
で
は
、
軍
に
時
代
に
若
干
の
ず
れ
が
あ
る
と
い
う

ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
時
代
精
紳
に
著
し
い
相
違
が
あ
る
事
、
師
ち
、
べ
ー
コ
ン
の
改
革
提
案
當
時
に
は
既
に
、
コ
ン
モ
ン
・
ロ
ウ
に

封
す
る
自
覧
的
再
生
の
勢
い
が
見
ら
れ
て
來
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
百
年
戦
雫
終
了
（
一
四
五
三
年
）
、
カ
レ
ー
喪
失
（
一
五
五
八

年
）
に
件
う
國
民
的
自
覧
の
昂
揚
と
相
侯
つ
て
、
何
か
べ
τ
コ
ン
を
し
て
コ
ン
モ
ン
・
ロ
ウ
の
中
に
立
つ
て
、
な
お
か
つ
之
を
改
革
せ
し

む
る
様
な
方
向
を
明
瞭
に
打
建
た
さ
し
め
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
法
律
改
革
と
い
つ
て
も
、
℃
o
す
ω
蜜
詩
9
ω
且
酔

と
べ
ー
コ
ン
と
で
は
立
場
の
相
違
が
あ
つ
た
事
を
特
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
見
て
來
る
と
、
べ
ー
コ
ン

を
論
じ
よ
う
と
す
れ
ば
、
先
ず
こ
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
更
に
之
に
績
く
時
代
の
精
榊
を
充
分
に
究
明
し
な
け
れ
ぼ
な
ら

な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
否
、
當
時
に
お
け
る
欧
羅
巴
大
陸
で
の
法
律
改
革
に
關
す
る
實
情
に
つ
い
て
も
亦
、
充
分
に
闘
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。

蓋
し
、
べ
ー
コ
ン
は
、
前
記
の
如
く
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
學
、
大
い
に
新
知
識
を
得
、
ま
た
當
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
法
律
改
革
の
實
歌

を
も
知
悉
し
て
臨
國
し
た
に
相
違
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
翻
ち
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
既
に
一
四
七
九
年
頃
ぎ
鼠
。
。
酋
（
虞
禽

～
O
。
。
）
に
よ
る
各
地
方
毎
の
慣
習
法
確
定
、
統
一
に
關
す
る
方
策
提
案
が
あ
つ
た
。
べ
τ
コ
ン
は
一
再
な
ら
ず
、
こ
の
提
案
に
言
及
し
て

（
註
四
）

い
る
。
其
他
地
方
慣
習
の
公
的
編
纂
o
曲
。
芭
お
身
＆
呂
を
命
ず
る
勅
令
が
一
四
五
三
年
、
す
で
に
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
次
代
の
9
毘
8
自
（
隊
。。
ω
～
。
。
。
）
ぎ
爵
首
（
偉
o。
。

。
～
ま
巻
治
世
ま
で
は
殆
ん
ど
効
果
を
墾
げ
得
ず
、
漸
く
に
し
て
一
五
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
五
）

○
年
以
降
多
く
の
慣
習
法
編
纂
の
成
果
を
生
む
に
至
る
の
で
あ
つ
た
。

　
　
　
フ
一
フ
ン
シ
ス
・
べ
；
コ
ン
の
法
律
改
革
提
案
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
九
　
（
六
五
）



　
　
　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
べ
ー
コ
ン
の
法
律
改
革
提
案
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
〇
　
（
六
六
）

　
こ
れ
は
一
種
の
法
律
改
革
、
法
典
編
纂
へ
の
方
策
と
見
る
事
が
出
來
る
の
で
あ
つ
て
、
渡
佛
・
其
庭
で
の
法
律
に
大
い
に
關
心
を
有
し

た
で
あ
ろ
う
べ
ー
コ
ン
が
こ
れ
を
見
逃
す
筈
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
要
之
、
べ
ー
コ
ン
も
時
代
の
子
で
あ
つ
て
、
當
時
の
欧
羅
巴
大
陸
を
吹
き
流
れ
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
大
き
な
潮
流
に

無
關
心
た
り
得
な
か
つ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
べ
ー
コ
ン
が
コ
ン
モ
ン
・
ロ
ウ
の
中
に
あ
つ
て
、
よ
く
こ
れ
を
理
解
し
た
上
で
、
意
見
を
陳

べ
て
居
る
事
は
忘
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
同
時
に
ま
た
當
時
、
欧
羅
巴
大
陸
諸
國
で
行
わ
れ
た
法
律
改
革
の
種
類
・
方
法
に
も
充

分
の
關
心
を
示
し
た
ろ
う
事
を
充
分
考
え
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
既
に
、
べ
ー
コ
ン
に
先
立
つ
て
、
そ
の
父
Z
一
畠
o
蕩
評
。
8
あ
り
、
ま
た
幼
帝
田
≦
弩
餌
詣
其
他
国
鼠
富
酔
炉
冒
欝
。
ひ
一
等
に

よ
る
法
律
改
革
の
企
圖
・
提
案
あ
り
た
る
事
を
先
に
述
べ
て
來
た
の
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
等
の
事
實
も
、
す
べ
て
相
寄
り
相
侯
つ
て
、
英

國
に
お
け
る
時
代
の
潮
流
、
傾
向
を
示
し
た
、
若
し
く
は
大
陸
で
の
法
律
改
革
に
照
慮
し
た
關
係
に
あ
つ
た
に
相
違
な
い
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

＊
1
　
ω
段
N
R
一
ζ
霞
け
ぼ
（
に
〇
一
～
窃
竃
）

　
ド
イ
ッ
宗
教
改
革
者
、
紳
學
者
。
ζ
巽
§
夏
魯
9
（
虞
・
。
ω
～
ま
“
①
）
の
感
化
を
受
け
、
宗
教
改
革
に
墨
し
た
。
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
を
去
つ
て
、

英
國
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
學
に
神
學
教
授
と
な
り
、
ま
た
若
き
臣
ゑ
餌
＆
≦
に
聖
書
を
講
じ
て
、
英
國
の
宗
教
改
革
を
援
け
た
。
法
律
改
革
に
關
し
て

は
、
ま
ず
英
法
の
バ
τ
バ
リ
ズ
ム
と
ベ
ン
タ
ム
の
所
謂
、
英
法
の
嘗
8
α
q
8
覧
巨
芽
（
不
可
知
性
）
を
非
難
し
、
国
山
名
㊤
巳
≦
に
法
典
化
促
進
を
建

言
し
た
（
竃
巴
ユ
き
倉
国
ロ
α
q
一
ぴ
げ
い
㊤
名
き
α
跨
O
国
窪
巴
。
n
ω
目
O
ρ
℃
b
O
）
。

　
＝
竃
曙
垂
の
法
典
化
提
案
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
ζ
巴
鼠
巳
」
ぼ
負
P
N
ρ
お
参
照
。

　
本
稿
本
文
中
括
孤
内
の
文
言
は
、
ζ
島
ぼ
α
q
8
＝
蜂
o
q
無
C
巳
＜
R
簿
ざ
9
目
ぼ
一
畠
ρ
＜
鼻
～
ワ
器
o
Q
入
鼻
＆
営
ζ
m
一
農
＆
・
8
・
9
・
も
・
謹
）



よ
り
の
引
用
で
あ
る
。

＊
2
園
①
α
q
ぼ
巴
山
℃
o
一
Φ
（
嶺
O
O
～
一
額
o。
）

　
イ
ギ
リ
ス
の
教
會
政
治
家
。
臣
類
鎖
巳
≦
の
甥
で
あ
り
、
＝
窪
蔓
養
9
フ
イ
ヴ
ァ
ル
た
る
立
場
に
立
つ
事
と
な
つ
た
た
め
、
當
時
の
英
國
政
治
、

丈
化
史
上
極
め
て
敷
奇
、
特
異
の
生
涯
を
邊
つ
た
。
一
五
一
五
年
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ド
に
φ
》
を
得
、
二
一
年
、
國
王
頴
o
鴇
図
善
に
ょ
り
イ
タ
リ
ー

に
派
遣
さ
れ
た
。
℃
銭
奏
に
あ
つ
て
、
先
づ
9
鑛
o
ユ
霧
評
旨
げ
ρ
崔
＆
一
貰
び
8
巳
S
ω
及
び
↓
ぎ
目
器
ゼ
唇
婁
（
一
お
㎝
～
一
認
。
）
と
相
知
る
。

ま
た
Ω
①
B
。
葺
葭
と
相
知
り
、
卑
器
旨
農
と
も
書
翰
交
換
を
な
し
て
い
る
。
一
五
二
五
年
、
ロ
ー
マ
を
訪
れ
、
二
七
年
錨
國
後
留
。
窪
に
お
け
る

教
團
櫓
院
で
研
究
生
活
を
績
け
た
。

　
一
五
二
九
年
、
＝
窪
q
自
の
離
婚
問
題
に
關
し
、
パ
リ
に
遊
學
中
を
、
書
翰
に
よ
り
そ
の
問
題
に
關
す
る
有
利
な
意
見
を
諸
大
學
よ
り
得
べ
き
旨

を
求
め
ら
れ
た
。
パ
リ
大
學
は
舅
声
8
冨
一
の
介
入
も
あ
つ
て
、
離
婚
に
有
利
な
到
定
を
下
し
た
。
但
し
、
一
五
三
〇
年
綿
國
後
は
、
そ
の
問
題
を

廻
つ
て
、
離
婚
賛
成
派
8
ぎ
B
器
9
0
日
名
亀
と
激
し
く
到
立
し
、
敗
れ
て
三
た
び
大
陸
に
渡
る
事
と
な
る
。
印
ち
、
國
王
の
脛
濟
的
援
助
の
も
と

に
、
一
五
三
二
年
出
護
、
℃
鐘
奏
に
敷
年
を
過
し
た
。
こ
卸
で
古
典
學
者
9
冒
霞
o
野
o
簿
帥
巨
臼
よ
り
ギ
リ
シ
ア
語
を
學
び
、
ま
た
其
後
終
生
の
友

と
し
て
、
　
の
器
℃
畦
O
o
霧
貫
ユ
巳
そ
の
他
の
諸
人
士
を
得
た
。

　
こ
う
し
た
複
雑
な
彼
の
纒
歴
に
關
し
、
メ
ィ
ト
ヲ
ン
ド
は
、
　
睾
窪
凝
穿
窪
＆
巻
巷
α
q
ビ
旨
蝉
獣
鈴
縁
獣
α
Q
プ
轟
嘗
弩
α
ヨ
螢
涛
a
筈
農
蔓
・
㊤

ヨ
磐
≦
ぽ
巨
讐
二
一
奉
δ
箒
℃
○
需
鉱
因
0
3
。
R
巨
讐
二
一
＜
Φ
δ
訂
匹
凝
亀
国
お
訂
巳
と
表
現
し
て
い
る
。

　
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
彼
は
、
英
法
の
多
く
の
害
悪
（
チ
『
富
吾
讐
δ
ω
ε
訟
と
彼
は
い
つ
て
い
る
の
で
あ
る
が
）
に
言
及
し
、
之
を
腰

棄
し
、
替
う
る
に
ロ
τ
マ
法
夢
①
。
試
二
帥
妻
o
コ
訂
ヵ
o
ヨ
鋤
旨
。
・
を
纏
受
す
べ
き
旨
を
主
張
し
た
。
彼
の
主
張
は
、
「
劃
話
篇
（
U
蔵
畠
ま
幕
專
①
窪

℃
o
一
①
彗
α
い
ε
器
け
し
紹
肝
（
a
。
譲
一
昏
8
8
ω
ξ
》
鐸
O
o
≦
℃
段
｛
o
H
昏
Φ
国
賃
ζ
↓
Φ
韓
ω
0
9
Φ
昌
φ
罷
鐸
ご
に
よ
つ
て
知
り
得
ら
れ
る
Q

　
こ
の
主
張
は
、
當
時
外
國
で
ど
ん
な
事
が
起
つ
て
い
た
か
を
少
し
で
も
知
る
な
ら
ぼ
、
注
目
に
贋
い
す
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
教
え
る
の
で
あ
る
。

　
封
話
篇
に
お
け
る
彼
の
英
法
敏
陥
論
は
、
ほ
黛
亥
の
や
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
翻
ち
、
「
疑
い
も
な
く
、
わ
が
法
及
び
秩
序
は
鯨
り
に
も
混
鰍
し

て
い
る
。
そ
れ
は
限
無
く
、
又
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
確
固
た
る
籐
所
も
な
く
、
確
實
な
基
礎
す
ら
見
出
し
難
い
の
で
あ
る
」

　
　
フ
フ
ン
シ
ス
・
べ
ー
コ
ン
の
法
律
改
革
提
案
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
一
　
（
六
七
）



Z
7
ン
シ
ス
　
ベ
ー
コ
ン
の
法
律
改
革
提
案
に
つ
い
て

四
四
二
　
（
六
八
）

「
そ
こ
で
こ
う
い
つ
た
事
柄
を
改
め
る
た
め
に
は
、
わ
が
國
の
法
を
恰
度
ユ
ス
チ
ニ
ア
ン
が
ロ
ー
マ
法
に
つ
い
て
な
し
た
如
き
方
法
で
。
救
濟
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
し
て
、
若
干
の
賢
明
な
人
々
の
智
慧
に
よ
つ
て
、
よ
り
少
い
、
か
つ
よ
り
よ
い
法
を
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
。
…
・
此
庭
で
自
分
が
思
う
の

は
、
お
よ
そ
そ
の
敷
を
減
少
せ
し
む
べ
く
ま
た
母
國
語
で
書
か
る
べ
き
で
あ
る
。
少
く
と
重
フ
テ
ン
語
で
書
く
事
で
あ
る
。
か
く
て
我
國
の
法
律
を
學

ぶ
に
は
先
づ
一
フ
テ
ン
語
か
ら
始
め
る
べ
く
、
そ
の
故
に
爾
後
職
務
上
必
要
な
多
く
の
事
柄
を
學
び
得
る
こ
と
を
得
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
。
」
「
然
し
、
も

し
わ
れ
わ
れ
が
殆
ん
ど
凡
て
の
基
督
教
國
に
共
通
な
法
で
あ
る
ロ
ー
マ
法
を
縄
受
す
る
な
ら
ば
、
」
問
題
は
自
ら
解
決
を
見
る
で
あ
ろ
う
、
と
し
て
ロ

ー
マ
法
縫
受
を
勘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
て
冨
陽
簿
は
、
既
に
永
年
に
亘
り
英
法
に
支
配
さ
れ
て
來
た
實
情
か
ら
し
て
、
こ
の
様
な
改

革
を
な
す
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
つ
た
（
文
中
引
用
は
竃
巴
二
き
斜
国
誌
影
ゲ
罫
名
ゆ
巳
浮
①
勾
①
墨
奮
き
8
や
参
汐
旨

に
よ
つ
た
）
。

＊
3
↓
ぎ
旨
器
ω
寅
身
①
鴇
（
一
お
。
～
ま
ω
。。
）

　
ギ
リ
シ
ヤ
語
ニ
フ
テ
ン
語
を
學
び
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
學
卒
業
後
、
マ
グ
ダ
ー
レ
ン
・
カ
レ
ッ
ヂ
で
い
Φ
9
員
R
ぎ
2
象
自
巴
℃
匡
o
の
ε
ξ

を
つ
と
め
た
。
一
五
三
二
年
℃
且
臣
で
法
學
博
士
の
學
位
を
得
、
一
五
三
四
年
・
ン
ド
ン
に
露
つ
た
。
國
王
雷
Φ
震
｝
自
の
側
近
に
あ
り
、
特
に
そ

の
区
讐
訂
践
篇
と
の
離
婚
問
題
に
つ
い
て
は
重
大
な
進
言
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
＝
§
蔓
自
に
よ
り
、
勾
Φ
α
q
一
轟
箆
℃
9
Φ
の
意
見
を
得
べ
く
求

め
ら
れ
た
。
＝
窪
q
自
に
有
利
な
意
見
を
得
る
こ
と
に
は
成
功
し
な
か
つ
た
が
、
國
王
に
封
話
形
式
の
一
書
（
前
出
、
知
Φ
α
q
営
巴
儀
℃
o
一
①
の
項
参
照
）

を
捧
げ
る
こ
と
と
す
る
。
封
話
は
勺
o
一
①
と
著
名
學
者
た
り
し
故
↓
ぎ
目
霧
宴
窟
簿
と
の
問
で
行
わ
れ
る
と
い
う
形
式
を
と
り
、
こ
の
間
に
℃
o
一
。

が
そ
の
政
治
上
、
宗
教
上
⑳
事
件
に
鰯
れ
た
意
見
を
述
べ
る
と
い
う
形
式
を
と
つ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
意
見
が
果
し
て
、
℃
〇
一
Φ
の
意

見
で
あ
つ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
ω
3
民
亀
は
、
一
五
三
六
年
国
①
昌
曼
自
に
自
ら
の
．
．
汐
o
国
8
一
〇
路
銭
。
器
q
算
慧
ω
O
臥
。
霧
δ
需
、
．

（
魯
U
莫
O
P
霞
界
9
島
o
（
y
員
9
9
国
β
α
q
一
馨
儀
」
陰
齢
ρ
魔
ρ
命
N
）
を
贈
つ
て
い
る
。

勺
o
冨
と
ω
賠
詩
亀
・
評
一
Φ
が
英
國
を
去
つ
た
の
は
一
五
三
二
年
で
あ
っ
た
が
、
≧
。
糞
湯
が
學
ん
だ
ア
ヴ
ィ
ニ
ォ
ン
ヘ
行
き
、
敦
會
法
學
者
で
も



あ
り
、
ロ
ー
マ
法
學
者
で
も
あ
つ
た
9
0
〈
磐
巳
牢
き
8
ω
8
蜜
℃
鋤
の
弟
子
と
な
っ
た
。
帥
學
研
究
を
志
し
て
い
た
℃
〇
一
Φ
が
果
し
て
ロ
ー
マ
法
を

本
當
に
學
ん
だ
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
一
五
三
四
年
彼
は
℃
＆
墨
に
あ
り
、
同
年
ω
鼠
詩
2
は
ロ
ー
マ
法
を
學
び
つ
つ
、
共
に

℃
注
轟
に
あ
つ
た
。
ω
留
降
蔓
は
其
慮
で
、
英
國
に
於
け
る
政
治
的
秩
序
並
び
に
慣
習
に
關
し
、
よ
り
よ
き
到
断
．
．
Φ
げ
象
R
甘
畠
。
B
Φ
導
〇
二
箒

℃
○
浮
8
0
鼠
R
き
α
o
臣
δ
ヨ
の
霧
a
5
0
弩
o
o
仁
⇒
霞
冤
、
、
（
［
卑
δ
拐
導
傷
始
巷
Φ
β
寓
o
ロ
q
＜
自
㌘
ワ
c
。
8
）
を
得
ん
が
た
め
學
ん
だ
と
い
う

（
ζ
巴
酔
一
き
倉
○
ワ
。
一
e
り
臨
的
。
一
一
）
。

＊
4
　
Go
冒
帰
ぎ
日
器
ω
ヨ
一
昏
（
嶺
一
ω
～
一
㎝
ミ
）

　
當
時
に
お
け
る
英
國
及
び
大
陸
諸
國
を
含
め
て
、
第
一
級
の
學
者
で
あ
つ
た
。
メ
ィ
ト
ラ
ン
ド
は
彼
を
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
語
に

よ
く
通
じ
た
典
雅
な
學
者
と
評
し
て
い
る
。
そ
の
領
域
は
、
讐
學
・
藪
學
・
天
文
學
・
建
築
學
・
歴
史
學
等
々
の
諸
分
野
に
も
及
ん
だ
。

　
一
五
四
〇
年
、
大
陸
に
渡
り
、
當
時
漸
く
勃
興
の
機
蓮
に
際
會
し
つ
つ
あ
つ
た
Z
フ
ン
ス
の
諸
大
學
・
パ
リ
・
オ
ル
レ
ア
ン
等
を
経
て
、
℃
＆
量
に

渡
り
、
法
學
博
士
の
學
士
を
得
、
一
五
四
二
年
蹄
國
す
る
や
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
お
い
て
も
學
位
を
得
、
同
大
學
に
ギ
リ
シ
ャ
語
研
究
の
古
典
的
、
正

統
的
方
向
（
舗
罐
墨
憲
る
べ
…
と
蓮
唱
た
．

　
一
五
四
三
年
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
ロ
ー
マ
法
欽
定
講
座
教
授
即
Φ
α
q
一
5
℃
8
獄
絡
o
審
富
無
Ω
〈
蹴
鍔
毛
緯
O
鋤
ヨ
ぼ
箆
鴨
に
就
任
し
た
。

　
彼
は
と
。
聾
彦
N
量
霧
の
熱
心
さ
を
も
つ
て
語
る
の
で
あ
り
、
そ
の
前
途
た
る
や
幸
い
に
し
て
、
且
○
β
且
ω
ρ
一
＄
旨
＆
き
α
β
茸
臨
8
づ
酔

汐
ぼ
8
に
よ
つ
て
洋
々
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
か
く
し
て
事
情
に
し
て
若
干
異
り
た
る
も
の
あ
り
せ
ば
、
彼
こ
そ
、
男
、
ω
に
冥
o
巨
需
韓
冨
昌
を

演
じ
た
も
の
と
構
し
得
べ
き
で
あ
つ
た
と
蜜
貰
賦
巳
は
な
し
て
い
る
（
ζ
昌
一
き
9
8
ら
F
署
、
⑩
山
O
）
。

後
年
政
鵠
外
交
的
薩
（
略
露
難
．
、
器
酪
q
器
爵
昌
．
ρ
ω
。
．
．
。
．
帥
．
属
）
を
な
し
た
．

　
主
著
”
U
①
知
9
q
匡
一
8
＞
β
α
q
ざ
控
ヨ
“
↓
訂
ζ
き
昌
段
亀
O
o
語
導
露
Φ
鼻
g
1
巳
一
8
0
P
げ
Φ
肉
o
巴
目
9
国
昌
臓
導
鎚
’
」
舞
Φ
負
嶺
c
o
G
。
∂
け
○
昌
α
8

（
本
書
オ
一
フ
ン
ダ
謹
〈
5
お
》
導
器
巳
餌
日
〉
、
ド
イ
ッ
課
〈
鵠
償
目
ぎ
品
〉
あ
り
）
は
、
チ
ュ
ー
ダ
ー
時
代
に
書
か
れ
た
公
法
・
統
治
の
關
す
る
諸
々
の

著
書
中
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
（
日
ぎ
窮
器
ω
巨
費
ξ
ζ
け
汐
一
毎
貸
2
蝕
8
巴
田
o
α
q
吋
巷
げ
》
〈
3
×
く
目
ふ
ω
㌣
0
3
）
。
尚
、

彼
の
法
律
關
係
著
書
・
見
解
・
特
に
ロ
ー
マ
法
と
の
關
係
に
つ
き
ζ
巴
費
巳
二
郎
倉
つ
鵠
猟
ロ
・
5
お
脚
や
黛
汐
q。
㎝
る
ρ
零
旧
や
o
。
紳
鉾
鐸
参
照
。

　
　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
べ
ー
コ
ン
の
法
律
改
革
提
案
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
三
　
（
六
九
）



フ
ラ
ン
シ
ス
　
ベ
ー
コ
ン
の
法
律
改
革
提
案
に
つ
い
て

四
四
四
　
（
七
〇
）

ハ　　　 ハ　 ハ　ハ
註註註註註
五四三二一）　）　 ）　 ）　 ）

ζ
巴
匿
巳
響
浮
α
q
一
一
。
D
『
U
睾
き
山
島
Φ
即
①
β
帥
認
睾
。
ρ
唇
』
。
ー
一
為
。。
i
↑

ζ
巴
け
一
磐
ρ
一
び
箆
3
や
謡
噂
『
●
F
oQ齢

拙
稿
「
英
法
の
孤
立
性
に
つ
い
て
」
（
牌
鰍
輸
距
翫
齢
穐
塩
虹
紬
鄭
榊
㈱
）
五
四
一
頁
。

ω
需
＆
ぎ
α
Q
．
い
牒
〇
四
巳
い
Φ
辞
R
ω
‘
〈
o
ピ
〈
・
0
9
≦
抄
ω
①
P

印
ち
、
十
五
世
紀
「
編
纂
勅
令
」
（
（
○
昆
o
尽
昌
8
留
鼠
認
い
O
訂
巳
窃
く
鍔
竃
o
呂
巴
窃
↓
8
お
）

が
あ
り
、
十
六
世
紀
に
至
つ
て
、
次

　
　
の
諸
編
纂
が
あ
つ
た
。

　
　
0
8
ヨ
旨
Φ
ω
号
↓
。
自
巴
希
（
駐
。
刈
y
O
。
信
言
馨
ω
α
、
》
且
8
（
頴
。
。
。
y
O
o
仁
ε
幕
の
α
①
ζ
ゆ
ぎ
⑦
（
ま
。
・
。
y
9
葺
q
ヨ
。
ω
匹
Φ
曽
。
器
ω
（
温
8
y

　
　
o
雲
日
旨
Φ
ω
山
、
ぎ
！
R
α
q
箒
（
ま
一
。
y
o
2
ε
目
Φ
ω
号
評
訣
（
一
躍
一
y
o
8
日
旨
Φ
ω
α
。
℃
。
ぎ
q
（
駐
匡
）
り
O
・
日
仁
幕
の
飢
．
＞
躍
8
暮
一
ω
（
遇
F
y

　
　
O
8
欝
目
8
号
劇
O
g
＆
＄
琵
（
一
紹
O
y
O
O
q
葺
ヨ
①
。
。
留
切
○
霞
び
8
ぎ
幽
ω
（
一
認
一
y
O
O
9
仁
B
Φ
の
留
匹
○
陣
の
（
一
認
も
。
y
O
8
言
欝
①
ω
号
2
貯
o
舅
○
鴎
の

　
　
（
一
㎝
認
y
（
2
0
仁
く
Φ
一
一
Φ
）
0
2
日
ヨ
Φ
α
。
評
冨
（
ま
Q。
O
y
（
Z
O
巽
の
一
一
①
）
0
8
ε
ヨ
①
α
o
Z
o
『
旨
き
象
の
（
嵩
oQ
も
。
y
O
O
q
日
目
。
ω
α
．
9
一
8
霧
（
ま
Q。
・
）

　
　
等
で
あ
つ
た
。

　
　
　
こ
の
編
纂
の
意
義
に
關
し
て
は
、
↓
箒
O
o
馨
ぎ
磐
邑
［
畠
巴
匹
雪
o
q
ω
o
冨
ω
〕
ぎ
一
」
ψ
℃
沁
＄
簿
器
ρ
●
り
野
田
良
之
・
フ
ラ
ン
ス
法
概
論
・
上

　
　
巻
ω
・
第
六
章
二
六
四
頁
以
下
。
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
陸
法
的
遺
跡
ー
特
に
ル
イ
ジ
ア
ナ
法
理
解
の
た
め
に
ー
」
（
比
較
法
研
究
・

　
　
九
二
〇
合
併
號
二
〇
頁
以
下
所
牧
）
。
尚
、
野
田
同
書
（
特
に
二
六
七
頁
）
は
Z
フ
ン
ス
に
影
け
る
問
題
の
所
在
を
指
摘
し
、
甚
だ
示
唆
に
富
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
本
稿
冒
頭
に
、
英
法
の
法
典
化
問
題
を
論
ず
る
も
の
、
多
く
べ
ー
コ
ン
に
言
及
す
る
旨
を
述
べ
た
。

　
然
し
、
こ
れ
は
輩
に
歴
史
的
、
先
行
的
事
實
と
し
て
の
意
味
か
ら
の
み
で
な
く
、
も
つ
と
べ
ー
コ
ン
を
取
上
げ
論
ず
べ
き
實
質
的
必
要

が
存
し
た
が
故
で
も
あ
つ
た
こ
と
を
指
摘
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。



　
印
ち
、
そ
の
現
代
的
意
義
の
重
要
性
が
注
目
せ
ら
れ
、
強
調
せ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
べ
ー
コ
ン
の
所
論
中
に
、
尚
、
現
代
英
法
改
革
、
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
）

典
化
に
關
し
て
ア
ッ
ピ
ー
ル
す
る
も
の
が
存
す
る
事
を
云
う
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
嘗
つ
て
、
ポ
ロ
ッ
ク
ω
冒
即
＆
亀
鼻
℃
・
ぎ
鼻
は
べ
T
コ
ン
の
主
張
、
提
案
を
高
く
評
贋
し
、
そ
の
精
禰
は
、
現
代
法
律
改
革
蓮
動

に
も
受
け
つ
が
れ
て
居
り
、
そ
の
結
果
、
法
律
改
革
の
實
現
を
見
た
る
も
の
も
寡
く
な
い
旨
を
読
い
た
。

　
べ
ー
コ
ン
は
過
去
既
存
の
法
律
原
則
の
分
類
彙
纂
を
作
る
事
を
提
唱
す
る
（
但
し
こ
れ
は
飽
く
ま
で
便
宜
の
目
的
故
で
あ
つ
て
、
灌
威

あ
る
テ
キ
ス
ト
と
爲
す
た
め
の
も
の
で
は
な
い
）
。
ま
た
議
會
制
度
法
及
び
イ
τ
ア
・
ブ
ッ
ク
ス
の
不
用
に
蠕
し
た
部
分
を
除
き
、
改
訂

編
纂
せ
ん
と
し
た
。

　
つ
ま
り
、
べ
ー
コ
ン
に
あ
つ
て
は
、
コ
ン
モ
ン
・
ロ
ウ
の
新
し
い
、
．
＄
韓
『
妻
．
、
1
こ
れ
が
普
通
所
謂
法
典
な
の
で
あ
る
が
ー
を

作
る
事
を
提
唱
す
る
の
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
べ
ー
コ
ン
は
「
何
も
法
を
新
し
い
鋳
型
に
投
げ
入
れ
よ
う
と
提
案
し
て
い
る
の
で

は
な
い
」
の
で
あ
つ
た
。
つ
ま
り
相
封
的
、
保
守
的
意
味
に
お
い
て
の
法
律
改
革
、
法
典
化
論
を
読
い
た
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
所
論
は
其

後
、
引
綾
い
て
英
國
法
律
家
を
支
配
し
綾
け
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
十
九
世
紀
英
法
法
典
化
蓮
動
に
事
實
跡
を
ひ
い
て
現
わ
れ
た
事
を
読
い

　
　
　
　
（
註
二
）

た
の
で
あ
つ
た
。

　
こ
れ
は
、
英
法
法
典
化
蓮
動
の
底
流
と
し
て
、
若
し
く
は
、
こ
れ
を
貫
き
流
れ
る
一
本
の
線
と
し
て
、
べ
ー
コ
ン
の
英
法
改
革
論
を
考

え
得
る
と
す
る
の
で
あ
つ
て
、
若
し
、
こ
の
事
に
し
て
然
り
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
た
べ
喜
コ
ン
が
英
法
の
外
部
か
ら
で
な
く
、
飽
く
ま
で

内
部
に
立
つ
て
、
ま
た
英
法
の
性
格
を
よ
く
踏
ん
ま
え
て
の
上
で
法
律
改
革
を
唱
え
、
こ
れ
が
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
ロ
ー
マ
法
學
者
達
の
所

論
と
封
瞭
的
な
意
味
を
有
せ
し
め
た
の
で
あ
つ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
』
に
こ
そ
正
に
英
法
法
典
化
論
解
明
の
極
め
て
興
味
深
き
問
題
が

　
　
　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
べ
ー
コ
ン
の
法
律
改
革
提
案
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
五
　
（
七
一
）



　
　
　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
べ
ー
コ
ン
の
法
律
改
革
提
案
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
六
　
（
七
二
）

存
す
る
事
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
既
に
、
本
稿
に
お
い
て
も
、
或
い
は
法
典
化
と
い
』
、
或
い
は
ま
た
法
律
改
革
論
と
構
し
た
。
こ
れ
ら
の
爾
者
は
、
果
し
て
如
何
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
三
）

關
係
に
立
つ
の
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
意
義
、
重
黙
の
攣
遷
に
は
如
何
な
る
も
の
が
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
今
こ
の
様
な
諸
問
題
を
究
明
す
る
と
こ
ろ
に
英
法
法
典
化
論
の
大
き
な
課
題
が
存
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
メ
ィ
ト
ヲ
ン
ド
、
ポ
ロ
ッ
ク

に
よ
り
一
慮
の
解
決
へ
の
示
唆
が
與
え
ら
れ
た
と
考
え
得
ら
れ
る
。
こ
の
様
な
問
題
を
更
に
深
く
、
根
本
的
に
取
扱
う
事
は
興
味
も
あ
る

し
、
必
要
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
先
づ
、
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
既
に
幾
度
か
名
の
出
て
來
た
べ
ー
コ
ン

か
ら
始
め
度
い
。
こ
の
べ
ー
コ
ン
法
律
改
革
論
を
手
懸
り
に
更
に
英
法
法
典
化
論
を
深
く
論
じ
得
ん
が
た
め
に
も
、
先
づ
之
に
開
墾
の
手

を
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
の
解
読
を
中
心
に
、
關
連
事
項
を
順
次
解
明
し
て
行
く
事
を
目
的
と
す
る
旨
を
、

冒
頭
に
述
べ
た
の
は
こ
の
趣
旨
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
た
。

　
（
註
一
）
　
十
九
世
紀
に
お
け
る
英
國
法
典
化
蓮
動
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
法
典
化
運
動
の
一
展
開
i
そ
の
法
思
想
と

　
　
實
用
性
の
問
題
」
（
磁
落
週
暁
瀞
脚
ヂ
齢
甑
）
が
あ
る
。

　
（
註
二
）
　
℃
色
8
ド
霊
鼻
切
○
鼻
9
冒
訣
嘆
＆
g
8
’
マ
o。
輿

　
（
註
三
）
　
既
に
法
典
化
、
法
典
編
纂
O
O
象
ぼ
蝕
8
と
い
ふ
言
葉
か
ら
し
て
、
評
導
訂
B
の
造
語
で
あ
つ
た
事
に
つ
き
霞
国
ざ
び
三
串
奢
器

　
　
ω
。
旨
訂
導
帥
g
ξ
Φ
篤
ぎ
一
角
Φ
琶
》
ω
①
算
訂
g
節
巳
夢
。
g
担
身
β
℃
o
馨
幹
。
島
一
＆
ξ
の
8
茜
①
ミ
図
①
。
け
8
国
鼠
0
8
茜
G。
魯
壽
H
・

　
　
器
嘗
①
お
R
や
。。
○
。
．
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
の
項
終
り
以
下
綾
く
）


